
 

 

南丹市公共工事等検査規程 

 

（趣 旨） 

第 1条 この規程は、法令その他特別の定めがあるものを除くほか、本庁及び支所（以下「本庁等」と

いう。）が所管する建設工事、設計等業務（以下「工事等」という。）及び役務等業務の検査に関して

必要な事項を定めるものとする。 

（総 則） 

第 2条 検査は、地方自治法、同法施行令、南丹市契約規則、南丹市工事執行規程、工事請負契約書及

び委託契約書に定めるところにより、厳正に行わなければならない。 

（用語の定義） 

第３条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

（1）検 査 員 南丹市契約規則（以下「規則」という。）第 53条の規定による検査員をいう。 

（2）監督職員 規則第 52条の規定による監督職員をいう。 

（3）検 査 完成検査、部分払検査及び随時検査をいう。 

（4）完成検査   規則第 53条の規定により工事等及びが完成したときに行う検査をいう。 

（5）部分払検査 規則第 51条の規定により工事の一部が完成し工事請負代金の一部を払うときに 

行う検査をいう。 

（6）随 時 検 査 工事期間中、必要により随時に行う検査をいう。 

（7）建 設 工 事  建設業法別表第一に規定された工事をいう。 

（8）設計業務等 工事実施に係る測量、調査及び設計業務の委託をいう。 

（9）役務等業務  設計業務等以外の役務の提供に係る業務の委託をいう。 

（10）監理課の検査員  監理課の検査員は、原則として監理課の技術職員とする。 

（11） 担当課の検査員  担当課の検査員は、本庁等の担当課の課長級以上の職員を検査員とする。 

なお、これによりがたい場合は、課長補佐以上の職員を検査員とする。 

（完成検査） 

第４条 次の各号に掲げる工事等の完成検査は、当該各号に定める検査員が行うものとする。ただし、

これによりがたい場合はこの限りではない。 

（1）1件の当初契約額が 250万円以上（税込）の工事等は監理課の検査員とする。 

（2）1件の当初契約額が 250万円未満（税込）の工事等は担当課の検査員とする。 

（3）設計業務等以外のコンサル業務及び役務等業務は担当課の検査員とする。 

（部分払検査） 

第５条 工事等の部分払検査は、担当課の検査員が行うものとする。ただし、これによりがたい場合は

この限りではない。 

（随時検査） 

第６条 工事等の随時検査は、第 4条の規定に準じた検査員が行うものとする。ただし、これによりが

たい場合はこの限りではない。  

（工事完成通知等） 

第７条 当該工事等の執行を担当する事業主管課及び室の長（以下「工事担当課長等」という。）は、第

4 条第 1 号に該当する工事等が完成し、受注者から完成届を受理したときは、完成検査要請書（別記

様式第１号）により、監理課長に検査を要請するものとする。 

（検査の方法） 



第８条 検査は、契約書、設計図書によるほか、工事においては別に定める土木工事検査基準、建築工

事及び設備工事検査規準に基づいて行うものとする。 

（検査の立会い） 

第９条 検査には、別表１に定める者を立ち会わせなければならない。 

（補修（改造）命令） 

第 10 条 検査員は、検査の結果、不合格のある場合には、補修（改造）命令書（別記様式第２号）に

より、期間を定めて工事の補修又は改造を命じなければならない。この場合において、特に必要と認

められるものについては、工事担当課長等に協議して行うものとする。 

（再検査） 

第 11 条 検査員は、前条の補修（改造）命令による工事が完成し、補修（改造）工事完成届（別記様

式第３号）が提出されたときは、再検査を実施しなければならない。 

２ 前項の再検査は、担当課の検査員に行わせることができる。 

（検査認定） 

第 12 条 地下又は水中に埋設した工事について、外部から検査することが困難な部分は、監督職員又

は受注者が提出する考査認定資料（現場写真、各種試験結果等）により、検査の認定をすることがで

きる。 

（破壊検査） 

第 13 条 検査員は、必要と認めた場合は、破壊もしくは分解または試験をして検査を行わなければな

らない。 

（検査の報告等） 

第 14条 検査員は、検査を終了したときは、建設工事については、検査調書（別記様式第４号）、設計

等業務及び役務等業務については、検査調書（別記様式第５号）により速やかに報告しなければなら

ない。 

２ 前項の検査が完成検査である場合は、別に定める南丹市工事等成績評定要領により成績評定表を作

成し、検査報告書に添えて報告しなければならない。 

   附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 24年 10月 1日から施行する。 

（廃止） 

2 この規程の施行に伴い、南丹市土木工事等検査規程及び南丹市建築工事及び設備工事等検査規程を

廃止する。 

   附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 28年 4月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（別表 １） 

検査の立会い 

建設工事 
受注者 現場代理人及び主任技術者又は監理技術者 

発注者 工事担当課長等又は係長級以上の職員及び監督職員 

設計等業務 
受注者 管理技術者、主任技術者 

発注者 業務担当課長等又は係長級以上の職員及び監督職員 

役務等業務 
受注者 受注者又は業務担当者 

発注者 業務担当課長等又は係長級以上の職員及び監督職員 

 



 

 

別記第１号様式（第７条関係） 

 

                    平成 年 月 日 

 

監理課長 様 

                     課長（所長） 

 

完 成 検 査 要 請 書 

 

南丹市土木工事等検査規程第 7 条の規定により、下記の検査を要請します。 

 

工 事 名 
 

工事場所  

請 負 者  

請負金額 
 
                          

工    期 
着 手            年   月   日 

完 成            年   月   日 

工事の概要 
 

 

監督員  

添付書類  

検査希望日時  

 



 

 

別記第２号様式（第１０条関係） 

 

補修（改造）命令書 

 

                                                                年  月  日 

 

                          様 

 

                                                         検査員          (印） 

 

  請負契約書第３１条第６項の規定による補修（改造）を次のとおり命じます。 

工事名及び工事番号 
 

工 事 場 所 

 

 

補 

修

）  

改

造 

（  

事

項 

 

補修（改造）完成期限        年   月   日 まで 

 

 

記 

 

 

事 

 

  （注）３部複写とし、請負者あて１部を交付し、監理課長及び工事担当課長が写し各１部を保管

する。 



 

 

別記第３号様式（第 1１条関係） 

 

補修（改造）工事完成届 

 

工事名及び工事番号  

工 事 場 所  

補修（改造）を命じた 

検査員名 
 

命 令 年 月 日 
 
                         年   月   日 

 

  補修（改造）工事期間 
着 手            年   月   日 

完 成            年   月   日 

補 

修 

）

改

造 

（

事

項 

 

措

置

事

項 

 

 

 

   上記のとおり、補修（改造）工事が完成しましたからお届けします。 

                  年   月   日 

 

                                          請負者住所 

                                             氏 名             (印) 

      契約担当者          様 

 

 

   上記のとおり、補修（改造）工事が完成したことを認める。 

                  年   月   日 

 

                                            検査員                          (印) 

                                            立会人             (印) 

  （注）３部複写とし、請負者あて１部を交付し、監理課長及び工事担当課長が写し各１部を保管

する。 



別記第４号様式

工 事 検 査 調 書

監 理 課

工 事 番 号

工 事 名

工 事 の 場 所

契約の相手方

住 所

氏 名

契約金額

及び

契約年月日

当 初 契 約

契
約
金
額

         円 契
約
年
月
日

平成  年  月 日

変
更
内
容

確 定 契 約 額          円
工 事 の 期 間 着 手 平成  年  月  日 完 成 平成 年 月 日

完 了 検 査 年 月 日 平成 年 月 日 部
分
払
等
の
内
訳

円

出 来 高 金 額 円 円
出 来 高 割 合 ％ 円

円
既 支 払 合 計 額 円 円
今 回 支 払 額 円 円

支 出 科 目

款 項 目 節

監 督 員 職 氏 名 〇〇部〇〇課 技師 □□△△ ㊞

検 査 の 基 準 と し た 書 類 契約書、設計図書

完成届及び関係書類保管場所 〇〇部（○○支所）○○課 工事成績評定実施の有無 無

検 査 所 見

南丹市長        様

上記の工事は工事請負契約図書のとおり履行されていることを認めます。

平成 年 月 日

検査員 職氏名 監理課 ○○ ○○ ○○ ㊞

㊞立会人 職氏名 （○○支所）△△課長 ○○ ○○

市 長 副 市 長 教 育 長

事 業 担 当

課 長 課長補佐 係長 主 任 部長 課長 主幹 課長補佐 係長 課員



別記第５号様式

業 務 委 託 検 査 調 書

監 理 課

業 務 番 号

業 務 名

業 務 の 場 所

契約の相手方

住 所

氏 名

契約金額

及び

契約年月日

当 初 契 約

契
約
金
額

          円 契
約
年
月
日

平成  年 月 日

変
更
内
容

確 定 契 約 額           円
業 務 の 期 間 着 手 平成  年  月  日      完 成 平成  年  月  日

完 了 検 査 年 月 日 平成  年  月  日 部
分
払
等
の
内
訳

円

出 来 高 金 額 円 円
出 来 高 割 合 ％ 円

円
既 支 払 合 計 額 円 円
今 回 支 払 額 円 円

支 出 科 目

款 項 目 節

監 督 員 職 氏 名 〇〇部〇〇課 技師 □□△△ ㊞

検 査 の 基 準 と し た 書 類 契約書、設計図書

完成届及び関係書類保管場所 〇〇部（○○支所）○○課 業務成績評定実施の有無 無

検 査 所 見

南丹市長     様

上記の業務は業務委託契約図書のとおり履行されていることを認めます。

平成  年  月  日

検査員 職氏名 監理課 ○○ ○○ ○○ ㊞

㊞立会人 職氏名 （○○支所）△△課長 ○○ ○○

市 長 副 市 長 教 育 長

事 業 担 当

課 長 課長補佐 係長 主 任 部長 課長 主幹 課長補佐 係長 課員


